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(57)【要約】
  送達およびサンプリング用のカテーテル（１）が、可 
撓性を有する円筒状中空チューブ（２）を遠位端に備え 
、この可撓性チューブ（２）が２つの対向する端部（３ 
、４）と、２つの対向する端部（３、４）の間に延在す 
る第１側面（５）および第１側面（５）と反対の第２側 
面（６）とを有し、上記第１側面（５）がその長さの少 
なくとも一部に沿って複数の切り欠き（７）を有し、プ 
ルワイヤ（８）が最遠位端（３）において可撓性チュー 
ブ（２）の第１側面（５）に沿って配置されている。第 
２側面（６）は第１側面（５）に対応する長さに沿って 
複数の切り欠き（９）を有し、上記第１側面の複数の切 
り欠き（７）は上記第２側面（６）の複数の切り欠き（ 
９）より幅が広く、上記プルワイヤ（８）は可撓性チュ 
ーブ（２）の外部に配置されている。

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全17頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 可 撓 性 を 有 す る 円 筒 状 中 空 チ ュ ー ブ （ ２ ） を 遠 位 端 に 備 え る 送 達 お よ び サ ン プ リ ン グ 用  
の カ テ ー テ ル （ １ ） で あ っ て 、 前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ （ ２ ） は ２ つ の 対 向 す る 端 部 （ ３ 、 ４  
） と 、 前 記 ２ つ の 対 向 す る 端 部 （ ３ 、 ４ ） の 間 に 延 在 す る 第 １ 側 面 （ ５ ） お よ び 前 記 第 １  
側 面 （ ５ ） と 反 対 の 第 ２ 側 面 （ ６ ） と を 有 し 、 前 記 第 １ 側 面 （ ５ ） は そ の 長 さ の 少 な く と  
も 一 部 に 沿 っ て 複 数 の 切 り 欠 き （ ７ ） を 有 し 、 プ ル ワ イ ヤ （ ８ ） が 前 記 最 遠 位 端 （ ３ ） に  
お い て 可 撓 性 チ ュ ー ブ （ ２ ） の 第 １ 側 面 （ ５ ） に 沿 っ て 配 置 さ れ た 、 カ テ ー テ ル （ １ ） に  
お い て 、
　 第 ２ 側 面 （ ６ ） が 前 記 第 １ 側 面 （ ５ ） に 対 応 す る 長 さ に 沿 っ て 複 数 の 切 り 欠 き （ ９ ） を  
有 す る こ と を 特 徴 と し 、
　 前 記 第 １ 側 面 の 複 数 の 切 り 欠 き （ ７ ） は 前 記 第 ２ 側 面 （ ６ ） の 複 数 の 切 り 欠 き （ ９ ） よ  
り 幅 が 広 く 、
　 前 記 プ ル ワ イ ヤ （ ８ ） は 可 撓 性 チ ュ ー ブ （ ２ ） の 外 部 に 配 置 さ れ て い る 、
　 カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 側 面 の 複 数 の 切 り 欠 き （ ７ ） は Ｖ 字 形 状 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 側 面 の 複 数 の 切 り 欠 き （ ７ ） は 頂 部 を 平 面 で 切 り 取 ら れ た Ｖ 字 形 状 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の 切 り 欠 き に お け る 全 て の 角 度 が 半 径 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 側 面 （ ５ ） の 複 数 の 切 り 欠 き （ ７ ） の 中 心 間 の 距 離 が 、 第 ２ 側 面 （ ６ ） の 複 数  
の 切 り 欠 き （ ９ ） 間 の 距 離 に 等 し い 、
　 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 側 面 （ ５ ） の 複 数 の 切 り 欠 き （ ７ ） は 前 記 第 ２ 側 面 （ ６ ） の 複 数 の 切 り 欠 き （  
９ ） に 対 向 し て い る 、
　 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 少 な く と も １ つ の ガ ー ド ワ イ ヤ （ １ ０ ） が 、 前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ に 隣 接 す る プ ル ワ イ ヤ  
（ ８ ） を 保 持 す る よ う に カ テ ー テ ル （ １ ） 上 に 配 置 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ガ ー ド ワ イ ヤ （ １ ０ ） は 可 撓 性 チ ュ ー ブ （ ２ ） の 周 囲 に 円 周 方 向 に 配 置 さ れ て い る  
、
　 請 求 項 ７ に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ガ ー ド ワ イ ヤ （ １ ０ ） の 一 端 が 前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 （ ３ ） に 取 り 付 け ら れ  
、 ガ ー ド ワ イ ヤ （ １ ０ ） の 他 端 が 前 記 カ テ ー テ ル の 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 前 記 ガ ー ド ワ イ ヤ （ １ ０ ） は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ （ ２ ） の 遠 位 端 （ ３ ） と カ テ ー テ ル （ １  
） の 近 位 端 ま た は 可 撓 性 チ ュ ー ブ （ ２ ） の 近 位 端 と の 間 で 可 撓 性 チ ュ ー ブ （ ２ ） の 周 囲 に  
コ イ ル 状 に 設 け ら れ て い る 、
　 請 求 項 ７ に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 中 空 チ ュ ー ブ （ ２ ） の 外 径 が １ ． ３ ｍ ｍ よ り 大 き く 、 ２ ． １ ｍ ｍ よ り 小 さ い 、
　 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 遠 位 端 （ ２ ２ ） と 近 位 端 （ ２ ３ ） と を 有 す る カ テ ー テ ル ハ ン ド ル （ ２ １ ） を 備 え 、 前 記  
ハ ン ド ル （ ２ １ ） が 前 記 近 位 端 （ ２ ３ ） と 前 記 遠 位 端 （ ２ ２ ） と の 間 に 延 在 す る 細 長 い 筐  
体 （ ２ ４ ） を 備 え 、
　 前 記 筐 体 （ ２ ４ ） は 、 単 方 向 カ テ ー テ ル （ １ ） 用 の １ つ の プ ル ワ イ ヤ （ ８ ） が 貫 通 で き  
る よ う に 構 成 さ れ た 前 記 遠 位 端 （ ２ ２ ） に 開 口 部 （ ２ ５ ） を 有 し 、
　 保 持 装 置 （ ２ ６ ） が 前 記 筐 体 （ ２ ４ ） に 沿 っ て 且 つ 前 記 筐 体 （ ２ ４ ） の 内 側 に 摺 動 可 能  
に 配 置 さ れ 、 プ ル ワ イ ヤ （ ８ ） に 固 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 ハ ン ド ル （ ２ １ ） は 、 前 記 筐 体 （ ２ ４ ） の 外 側 で ア ク セ ス で き る よ う に 、 且 つ 前 記  
筐 体 （ ２ ４ ） の 側 面 開 口 部 （ ２ ８ ） を 介 し て 前 記 保 持 装 置 （ ２ ６ ） に 接 続 さ れ る よ う に 構  
成 さ れ た プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 （ ２ ７ ） を さ ら に 備 え 、
　 前 記 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 （ ２ ７ ） は 、 使 用 中 で あ っ て プ ル ワ イ ヤ （ ８ ） に 接 続 さ れ て い る  
と き に 保 持 装 置 （ ２ ６ ） に 接 続 さ れ た プ ル ワ イ ヤ （ ８ ） が 弛 緩 状 態 に あ る 遠 位 位 置 と 、 単  
方 向 カ テ ー テ ル （ １ ） が 屈 曲 状 態 に な る よ う に プ ル ワ イ ヤ （ ８ ） が 緊 張 状 態 に あ る 近 位 位  
置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 （ ２ ７ ） は 、 前 記 筐 体 （ ２ ４ ） の 遠 位 端 （ ２ ２ ） の 周 囲 に 円 周 方  
向 に 配 置 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 （ ２ ７ ） が 解 除 状 態 と ロ ッ ク 状 態 と の 間 で 回 さ れ る こ と が で き る  
よ う に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ 、
　 解 除 状 態 で は 、 前 記 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 （ ２ ７ ） が 、 筐 体 （ ２ ４ ） に 沿 っ て 前 記 遠 位 位 置  
と 前 記 近 位 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ り 、 プ ル ワ イ ヤ （ ８ ） に 接 続 さ れ た と き に カ テ ー テ  
ル （ １ ） を そ れ ぞ れ 伸 長 ま た は 屈 曲 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 保 持 装 置 （ ２ ６ ） が 解 除 状 態 と ロ ッ ク 状 態 と の 間 で プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 （ ２ ７ ） と と  
も に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ 、 保 持 装 置 （ ２ ６ ） が 、 ロ ッ ク 状 態 に お い て 筐 体 （ ２ ４ ） の 内 側  
に 配 置 さ れ た い く つ か の 凹 部 （ ３ ０ ） の １ つ に 配 置 さ れ た 少 な く と も １ つ の 周 囲 延 長 部 （  
２ ９ ） を 有 し て い る 、
　 請 求 項 １ １ ま た は １ ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ハ ン ド ル （ ２ １ ） が バ ネ （ ３ １ ） を 備 え 、
　 保 持 装 置 （ ２ ６ ） が 付 勢 さ れ て ロ ッ ク 状 態 に な る よ う に 、 前 記 バ ネ （ ３ １ ） の 一 端 が 前  
記 筐 体 （ ２ ４ ） 内 に 配 置 さ れ 、 他 端 が 保 持 装 置 （ ２ ６ ） 上 に 配 置 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 案 内 用 チ ュ ー ブ （ ３ ２ ） が 前 記 筐 体 （ ２ ４ ） の 遠 位 開 口 部 （ ２ ５ ） に お い て 筐 体 （ ２ ４  
） と 一 直 線 に 配 置 さ れ 、
　 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 （ ２ ７ ） が そ の 遠 位 端 （ ２ ２ ） に お い て 案 内 用 チ ュ ー ブ （ ３ ２ ） の 周  
囲 に 円 周 方 向 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ １ か ら １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル （ １ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 可 撓 性 を 有 す る 円 筒 状 中 空 チ ュ ー ブ を 遠 位 端 に 備 え る 送 達 お よ び サ ン プ リ ン  
グ 用 の カ テ ー テ ル に 関 す る 。 こ の 可 撓 性 チ ュ ー ブ は 、 ２ つ の 対 向 す る 端 部 と 、 こ れ ら ２ つ  
の 対 向 す る 端 部 の 間 に 延 在 す る 第 １ 側 面 お よ び 第 １ 側 面 と 反 対 の 第 ２ 側 面 と を 有 し て い る  
。 第 １ 側 面 は そ の 長 さ の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 複 数 の 切 り 欠 き を 有 し 、 プ ル ワ イ ヤ が 可  
撓 性 チ ュ ー ブ の 最 遠 位 端 に お い て 第 １ 側 面 上 に 配 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 遠 位 端 と 近 位 端 と を 有 す る カ テ ー テ ル ハ ン ド ル に さ ら に 関 し 、 こ の ハ ン ド ル  
は 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 に 延 在 す る 細 長 い 筐 体 を 備 え て い る 。 こ の 筐 体 は 、 単 方 向 カ テ ー  
テ ル 用 の １ つ の プ ル ワ イ ヤ が 貫 通 で き る よ う に 構 成 さ れ た 遠 位 端 に 開 口 部 を 有 し て い る 。  
保 持 装 置 は 、 該 筐 体 に 沿 っ て 且 つ 筐 体 の 内 側 に 配 置 さ れ 、 上 記 プ ル ワ イ ヤ に 固 定 さ れ る よ  
う に 構 成 さ れ て い る 。 上 記 ハ ン ド ル は 、 筐 体 の 外 側 で ア ク セ ス で き る よ う に 、 且 つ 筐 体 の  
側 面 開 口 部 を 介 し て 保 持 装 置 に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 を さ ら に 備  
え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 カ テ ー テ ル を 冠 血 管 ま た は 腹 部 臓 器 を 介 し て 心 内 膜 部 位 、 肺 、 心 外  
膜 部 位 に 誘 導 す る 方 法 に さ ら に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 心 臓 手 術 は 全 身 麻 酔 下 で 行 わ れ る 開 心 術 で あ り 、 そ の 間 、 心 臓 は 停 止 さ れ 、 血 流  
は 心 肺 バ イ パ ス 装 置 に よ っ て 制 御 さ れ る 。 従 来 の 開 心 手 術 は 、 患 者 に 重 大 な 外 傷 お よ び 不  
快 感 を 与 え 、 例 え ば 感 染 症 、 脳 卒 中 、 腎 不 全 、 お よ び 心 肺 装 置 の 使 用 に 関 連 す る 有 害 作 用  
な ど の い く つ か の 潜 在 的 リ ス ク に 患 者 を 曝 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 開 心 手 術 の 欠 点 の た め に 、 低 侵 襲 手 術 に 対 す る 関 心 が 高 ま っ て い る 。 経 皮 的 経 カ テ ー テ  
ル （ ま た は 経 管 腔 ） 技 術 で は 、 カ テ ー テ ル は 、 例 え ば 大 腿 動 脈 の 開 口 部 を 通 し 、 下 行 大 動  
脈 を 通 し て 心 臓 ま で 前 進 さ せ る こ と が で き 、 そ こ で 、 修 復 さ れ る 弁 の 弁 輪 （ 例 え ば 、 大 動  
脈 弁 輪 ） に 例 え ば プ ロ テ ー ゼ が 配 備 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ７ ／ ０ ２ ６ ０ ２ ２ ５ Ａ １ 号 明 細 書 は 、 次 に 列 挙 す る の 特 徴 の  
い く つ か ま た は 全 て を 提 供 す る 操 縦 可 能 な シ ー ス 用 駆 動 部 を 開 示 し て い る 。 す な わ ち 、 片  
手 で の 操 作 性 、 使 用 性 が 人 間 工 学 に 即 し て い て 快 適 で あ る こ と 、 シ ー ス の 先 端 の 位 置 決 め  
時 の 精 度 、 シ ー ス の 先 端 の 位 置 を 維 持 す る た め の 確 実 な ロ ッ ク 機 構 、 お よ び 駆 動 部 を 外 科  
用 ド レ ー プ ま た は そ の 他 の 物 体 に 固 定 す る た め の 固 定 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ １ ８ ／ ０ ０ ２ ８ ７ ７ ９ Ａ １ 号 明 細 書 は 、 可 撓 性 ハ イ ポ チ ュ ー ブ  
を 備 え た 細 長 い 部 材 を 有 す る 血 管 内 装 置 送 達 シ ス テ ム を 開 示 し て い る 。 こ の ハ イ ポ チ ュ ー  
ブ は 、 操 縦 可 能 カ テ ー テ ル に 回 転 可 能 に キ ー 止 め さ れ 得 る 。 可 撓 性 ハ イ ポ チ ュ ー ブ は 、 可  
撓 性 ハ イ ポ チ ュ ー ブ を 第 １ 平 面 内 で 曲 げ る こ と が で き る よ う に １ つ 以 上 の 切 削 部 を 含 ん で  
い る 。 操 縦 可 能 カ テ ー テ ル は 、 可 撓 性 ハ イ ポ チ ュ ー ブ を 第 １ 平 面 内 で 曲 げ る よ う に 操 縦 可  
能 で あ り 、 可 撓 性 ハ イ ポ チ ュ ー ブ に 対 し て 長 手 方 向 に 移 動 可 能 で あ っ て 、 可 撓 性 ハ イ ポ チ  
ュ ー ブ の 遠 位 端 に 対 し て 操 縦 可 能 カ テ ー テ ル を 遠 位 方 向 に 移 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ １ ８ ／ ０ ０ ５ ５ ６ ３ ６ Ａ １ 号 明 細 書 は 、 患 者 の 心 臓 内 の 標 的 位  
置 に 剛 性 血 管 内 装 置 を 送 達 す る 方 法 を 開 示 し て お り 、 こ の 方 法 は 、 血 管 内 装 置 送 達 シ ス テ  
ム の 細 長 い 部 材 の 遠 位 先 端 部 を 心 臓 の 右 心 房 内 で 位 置 決 め す る ス テ ッ プ と 、 細 長 い 部 材 の  
遠 位 先 端 部 を 心 臓 の 左 心 房 内 へ 移 動 さ せ る ス テ ッ プ と を 含 ん で い る 。 こ の 方 法 は 、 細 長 い  
部 材 の 内 側 操 縦 可 能 カ テ ー テ ル を 細 長 い 部 材 の 外 側 ス リ ー ブ に 対 し て 長 手 方 向 に 遠 位 に 第  
１ 長 手 方 向 距 離 だ け 前 進 さ せ る ス テ ッ プ と 、 内 側 操 縦 可 能 カ テ ー テ ル の 少 な く と も 一 部 を  
第 １ 屈 曲 量 だ け 屈 曲 さ せ る ス テ ッ プ と 、 次 い て 、 細 長 い 部 材 の 内 側 操 縦 可 能 カ テ ー テ ル を  
細 長 い 部 材 の 外 側 ス リ ー ブ に 対 し て 長 手 方 向 に 遠 位 に 第 ２ 長 手 方 向 距 離 だ け 前 進 さ せ る ス  
テ ッ プ と 、 次 い て 、 内 側 操 縦 可 能 カ テ ー テ ル の 少 な く と も 一 部 を 第 ２ 屈 曲 量 だ け 屈 曲 さ せ  
る ス テ ッ プ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し た が っ て 、 従 来 技 術 の 解 決 策 は 、 問 題 を 最 小 限 に 抑 え る い く つ か の 態 様 を 考 慮 し て い  
る が 、 カ テ ー テ ル 使 用 後 の 患 者 の 外 傷 お よ び 不 快 感 を さ ら に 最 小 限 に 抑 え る た め の 改 善 さ  
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れ た 方 法 お よ び シ ス テ ム に 対 す る 必 要 性 が 残 っ て い る 。
〔 要 約 〕
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 低 侵 襲 手 術 の 課 題 を さ ら に 減 少 さ せ る シ ス テ ム と 方 法 と  
を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 開 示 の 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 可 撓 性 を 有 す る 円 筒 状 中 空 チ ュ ー ブ を 遠 位 端 に 備 え る 送  
達 お よ び サ ン プ リ ン グ 用 の カ テ ー テ ル が 提 供 さ れ る 。 こ の 可 撓 性 チ ュ ー ブ は ２ つ の 対 向 す  
る 端 部 と 、 こ れ ら ２ つ の 対 向 す る 端 部 の 間 に 延 在 す る 第 １ 側 面 お よ び 第 １ 側 面 と 反 対 の 第  
２ 側 面 と を 有 し て い る 。 該 第 １ 側 面 は そ の 長 さ の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 複 数 の 切 り 欠 き  
を 有 し 、 プ ル ワ イ ヤ が 上 記 最 遠 位 端 に お い て 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 第 １ 側 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ  
て い る 。 第 ２ 側 面 は 第 １ 側 面 に 対 応 す る 長 さ に 沿 っ て 複 数 の 切 り 欠 き を 有 し 、 上 記 第 １ 側  
面 の 複 数 の 切 り 欠 き は 上 記 第 ２ 側 面 の 複 数 の 切 り 欠 き よ り 幅 が 広 く 、 上 記 プ ル ワ イ ヤ は 可  
撓 性 チ ュ ー ブ の 外 部 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う な カ テ ー テ ル は 、 半 径 方 向 の ア ク セ ス ま  
た は 肘 静 脈 を 介 し て 心 臓 に 到 達 で き る 可 能 性 を も た ら す 。 肘 静 脈 ま た は 半 径 方 向 の ア ク セ  
ス を 介 し て 心 臓 に ア ク セ ス で き る こ と で 、 開 心 術 と 比 べ て だ け で は な く 大 腿 動 脈 ま た は 頸  
静 脈 を 介 し た 最 低 限 の 侵 襲 手 術 と 比 べ て も 患 者 の 不 快 感 を 軽 減 す る 。 こ の 片 側 カ テ ー テ ル  
を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 カ テ ー テ ル の 寸 法 を 十 分 に 小 さ く し 、 こ う す る こ と に よ っ て 、  
半 径 方 向 の ア ク セ ス ま た は 肘 静 脈 を 介 し て 入 る 可 能 性 を 開 く こ と が 可 能 で あ る 。 ０ ． ０ １  
４ イ ン チ （ ０ ． ３ ５ ５ ６ ｍ ｍ ） ま た は ０ ． ０ ３ ５ イ ン チ （ ０ ． ８ ８ ９ ｍ ｍ ） の 誘 導 ワ イ ヤ  
ー の 上 方 に 延 在 す る 拡 張 器 の 特 定 の 設 計 に よ っ て 、 導 入 器 が な く て も デ バ イ ス を 使 用 す る  
こ と が 可 能 に な る 。 大 動 脈 ま た は 大 静 脈 に 到 達 し た と き に 、 事 前 に 挿 入 さ れ た 拡 張 器 が 引  
き 抜 か れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 上 記 開 示 に よ れ ば 、 可 撓 性 を 有 す る 円 筒 状 中 空 チ ュ ー ブ を 遠 位 端 に  
備 え た 送 達 お よ び サ ン プ リ ン グ の た め の 一 体 型 導 入 器 お よ び 能 動 的 に 屈 曲 可 能 な 誘 導 カ テ  
ー テ ル に も 関 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ 方 向 だ け に 屈 曲 可 能 な 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 特 定 の 設 計 に よ っ て 、 ト ル ク 発 生 能 力 お よ び  
十 分 な 強 度 を 維 持 し た ま ま 、 カ テ ー テ ル を わ ず か 約 ３ フ レ ン チ と い う 、 よ り 小 さ な 寸 法 で  
製 造 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 開 示 の 別 の 態 様 に よ れ ば 、 第 １ 側 面 の 複 数 の 切 り 欠 き は Ｖ 字 形 状 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 開 示 の さ ら に 別 の 態 様 に よ れ ば 、 上 記 第 １ 側 面 の 複 数 の 切 り 欠 き は 頂 部 を 平 面 で 切 り  
取 ら れ た Ｖ 字 形 状 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 カ テ ー テ ル の 強 度 を 高 め る た め に 、 本 開 示 の さ ら に 別 の 態 様 に よ れ ば 、 上 記 複 数 の 切 り  
欠 き に お け る 全 て の 角 度 が 半 径 を 有 し て い る 。 寸 法 を 小 さ く す る こ と で 、 半 径 を 有 す る 複  
数 の 切 り 欠 き は 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 強 度 に と っ て 有 利 で あ る こ と が 示 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 開 示 の さ ら に も う １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 上 記 第 １ 側 面 の 複 数 の 切 り 欠 き の 中 心 間 の 距  
離 が 、 上 記 第 ２ 側 面 の 複 数 の 切 り 欠 き 間 の 距 離 に 等 し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 開 示 の さ ら に 別 の 態 様 に よ れ ば 、 上 記 第 １ 側 面 の 複 数 の 切 り 欠 き は 上 記 第 ２ 側 面 の 複  
数 の 切 り 欠 き に 対 向 し て い る 。 好 適 な 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 第 １ 側 面 の 複 数 の 切 り 欠 き  
は 上 記 第 ２ 側 面 上 の 対 応 す る 複 数 の 切 り 欠 き に 直 接 対 向 し 、 そ の 結 果 、 上 記 可 撓 性 チ ュ ー  
ブ が 一 塊 の 物 質 で 形 成 さ れ て い る に も か か わ ら ず 、 第 １ 及 び 第 ２ 側 面 の 切 り 欠 き の 各 対 の  
間 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 複 数 の 一 部 は そ れ ぞ れ ヒ ン ジ と し て 作 用 す る 。 よ っ て 、 第 １ 側 面 の  
切 り 欠 き と 第 ２ 側 面 の 切 り 欠 き と の 間 で 残 留 す る チ ュ ー ブ 物 質 が 少 な く な る に つ れ て 、 チ  
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ュ ー ブ は 可 撓 性 を 増 す こ と に な る 。 そ の 一 方 で 、 可 撓 性 の 増 加 と と も に （ ま た は チ ュ ー ブ  
を １ つ に 保 持 す る 物 質 の 減 少 と と も に ） 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 強 度 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 開 示 の 好 適 な 態 様 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の ガ ー ド ワ イ ヤ が 、 上 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ  
に 隣 接 す る プ ル ワ イ ヤ を 保 持 す る よ う に カ テ ー テ ル 上 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の ガ ー ド ワ イ  
ヤ は 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 部 分 に お け る 屈 曲 部 か ら プ ル ワ イ ヤ が 逸 脱 す る こ と を 防 止 す る 、  
ま た は 逸 脱 す る こ と を 少 な く と も 制 限 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 開 示 の も う 一 つ の 態 様 に よ れ ば 、 上 記 ガ ー ド ワ イ ヤ は 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 周 囲 に 円 周 方  
向 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 開 示 の さ ら に 別 の 態 様 に よ れ ば 、 ガ ー ド ワ イ ヤ の 一 端 が 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 に 取  
り 付 け ら れ 、 ガ ー ド ワ イ ヤ の 他 端 が カ テ ー テ ル の 近 位 端 ま た は 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 近 位 端 に  
取 り 付 け ら れ 、 上 記 ガ ー ド ワ イ ヤ は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 と カ テ ー テ ル の 近 位 端 ま た  
は 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 近 位 端 と の 間 で 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 周 囲 に コ イ ル 状 に 設 け ら れ て い る 。  
可 撓 性 チ ュ ー ブ の 長 さ に 依 存 す る が 、 こ の コ イ ル 状 ガ ー ド ワ イ ヤ は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 近  
位 端 と 遠 位 端 と の 間 に お い て 少 な く と も 別 の １ つ の 点 で 可 撓 性 チ ュ ー ブ に 取 り 付 け ら れ 得  
る 。 こ の 少 な く と も １ つ の さ ら な る 取 り 付 け 点 は 、 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ  
の 第 ２ 側 面 上 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 開 示 の さ ら に 別 の 態 様 に よ れ ば 、 可 撓 性 シ ー ス が 、 上 記 プ ル ワ イ ヤ を 内 包 す る 可 撓 性  
チ ュ ー ブ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 プ ル ワ イ ヤ ま た は 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 複 数  
の 切 り 欠 き が 、 カ テ ー テ ル が 患 者 の 中 で 誘 導 さ れ る 際 に 静 脈 や 組 織 を 傷 つ け る リ ス ク を 最  
小 化 す る た め に 有 利 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 開 示 の さ ら に 態 様 に よ れ ば 、 中 空 チ ュ ー ブ の 外 径 が １ ． ３ ｍ ｍ よ り 大 き く 、 ２ ． １ ｍ  
ｍ よ り 小 さ い 。 こ の 間 隔 は 、 ４ フ レ ン チ か ら ６ フ レ ン チ （ １ フ レ ン チ ＝ １ ／ ３ ｍ ｍ ） の カ  
テ ー テ ル 直 径 を カ バ ー す る 。 カ テ ー テ ル の 長 さ は 、 好 ま し く は 少 な く と も １ ０ ０ ｃ ｍ 、 最  
大 で １ ３ ０ ｃ ｍ で あ り 、 よ り 好 適 に は １ １ ０ ｃ ｍ か ら １ ２ ０ ｃ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 開 示 の さ ら に も う １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 に は 追 跡 装 置 が 設 け  
ら れ て い る 。 こ の 追 跡 装 置 は 、 例 え ば Ｒ Ｆ コ イ ル 、 ま た は Ｍ Ｒ Ｉ （ 磁 気 リ ソ ー ス イ メ ー ジ  
ン グ ） に よ っ て 検 出 可 能 な 特 定 の 物 質 で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 カ テ ー テ ル の 可 撓 性 チ ュ  
ー ブ 全 体 の 形 状 お よ び 向 き も 、 好 ま し く は 検 出 可 能 で あ る 。 こ う す る こ と に よ っ て 、 さ ら  
に 別 の 態 様 に よ れ ば 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ は 、 例 え ば 、 ガ ド リ ニ ウ ム や ヨ ウ 素 な ど の 造 影 剤 を  
含 む Ｒ Ｆ コ イ ル や コ ー テ ィ ン グ な ど の 追 跡 機 能 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 開 示 の さ ら に も う １ つ の 目 的 は 、 片 側 カ テ ー テ ル の 使 用 を 容 易 に す る ハ ン ド ル を 提 供  
す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ う す る こ と に よ っ て 、 本 開 示 の 一 態 様 に よ れ ば 、 遠 位 端 と 近 位 端 と を 有 す る カ テ ー テ  
ル ハ ン ド ル が 提 供 さ れ る 。 こ の ハ ン ド ル は 、 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 に 延 在 す る 細 長 い 筐 体  
を 備 え 、 該 筐 体 は 、 単 方 向 カ テ ー テ ル 用 の １ つ の プ ル ワ イ ヤ が 貫 通 で き る よ う に 構 成 さ れ  
た 遠 位 端 に 開 口 部 を 有 し 、 保 持 装 置 が 筐 体 に 沿 っ て 且 つ 筐 体 の 内 側 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ  
、 プ ル ワ イ ヤ に 固 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル は 、 筐 体 の 外 側 で ア ク セ ス で  
き る よ う に 、 且 つ 筐 体 の 側 面 開 口 部 を 介 し て 保 持 装 置 に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た プ ル  
ワ イ ヤ 制 御 部 を さ ら に 備 え 、 上 記 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 は 、 使 用 中 で あ っ て プ ル ワ イ ヤ に 接 続  
さ れ て い る と き に 保 持 装 置 に 接 続 さ れ た プ ル ワ イ ヤ が 弛 緩 状 態 に あ る 遠 位 位 置 と 、 単 方 向  
カ テ ー テ ル が 屈 曲 状 態 に な る よ う に プ ル ワ イ ヤ が 緊 張 状 態 に あ る 近 位 位 置 と の 間 で 移 動 可  
能 で あ り 、 上 記 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 は 、 筐 体 の 遠 位 端 の 周 囲 に 円 周 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 開 示 の さ ら に 別 の 態 様 に よ れ ば 、 上 記 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 が 解 除 状 態 と ロ ッ ク 状 態 と の  
間 で 回 さ れ る こ と が で き る よ う に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ 、 解 除 状 態 で は 、 上 記 プ ル ワ イ ヤ 制  
御 部 が 、 筐 体 に 沿 っ て 遠 位 位 置 と 近 位 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ っ て 、 プ ル ワ イ ヤ に 接 続  
さ れ た と き に カ テ ー テ ル を そ れ ぞ れ 伸 長 ま た は 屈 曲 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 開 示 の さ ら に も う １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 上 記 保 持 装 置 は 、 解 除 状 態 と ロ ッ ク 状 態 と の  
間 で プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 と と も に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ 、 保 持 装 置 が 、 ロ ッ ク 状 態 に お い て 筐  
体 の 内 側 に 配 置 さ れ た い く つ か の 凹 部 の １ つ に 配 置 さ れ た 少 な く と も １ つ の 周 囲 延 長 部 を  
有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 開 示 の も う １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 上 記 ハ ン ド ル は バ ネ を 備 え 、 保 持 装 置 が 付 勢 さ れ て  
ロ ッ ク 状 態 に な る よ う に 、 バ ネ の 一 端 が 筐 体 内 に 配 置 さ れ 、 他 端 が 保 持 装 置 上 に 配 置 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 プ ル ワ イ ヤ 制 御 の 安 定 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 本 開 示 の さ ら に 別 の 態 様 に よ れ ば 、  
案 内 用 チ ュ ー ブ が 遠 位 開 口 部 に お い て 筐 体 と 一 直 線 に 配 置 さ れ て お り 、 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部  
が そ の 遠 位 端 に お い て 案 内 用 チ ュ ー ブ の 周 囲 に 円 周 方 向 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 開 示 の も う １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 片 側 カ テ ー テ ル を 冠 血 管 ま た は 腹 部 臓 器 を 介 し て 心  
内 膜 部 位 、 肺 、 心 外 膜 部 位 に 誘 導 す る た め の 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 肺 ま た は 腹  
部 臓 器 に 到 達 す る た め に 使 用 可 能 で あ る 。 こ の 方 法 は 、 半 径 方 向 の ア ク セ ス 開 口 部 、 大 腿  
動 脈 、 静 脈 、 ま た は 肘 静 脈 に 穿 刺 さ れ た 開 口 部 を 介 し て 所 望 の 部 位 に 向 か っ て カ テ ー テ ル  
を 前 進 さ せ る ス テ ッ プ と 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 が 血 管 の 湾 曲 部 ま た は 二 分 枝 部 に 到 達 す る  
と 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 の 屈 曲 部 が 検 出 可 能 に な る ま で カ テ ー テ ル の プ ル ワ イ ヤ を 引 く ス  
テ ッ プ と 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 の 屈 曲 の 半 径 方 向 の 向 き が 血 管 の 湾 曲 部 ま た は 二 分 枝 部 の  
半 径 方 向 の 向 き に 一 致 す る よ う 整 合 さ せ る た め に カ テ ー テ ル の ハ ン ド ル を 回 転 さ せ る こ と  
に よ っ て カ テ ー テ ル を 回 転 さ せ る ス テ ッ プ と 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 の 屈 曲 部 の 半 径 が 血 管  
の 湾 曲 部 ま た は 二 分 枝 部 の 半 径 に 一 致 す る ま で カ テ ー テ ル の ハ ン ド ル を 手 動 で 操 作 す る こ  
と に よ っ て プ ル ワ イ ヤ を 引 く ス テ ッ プ と 、 湾 曲 部 ま た は 二 分 枝 部 を 介 し て カ テ ー テ ル を 前  
進 さ せ る た め に ハ ン ド ル を 押 す ス テ ッ プ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 方 法 の １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 該 方 法 は 、 プ ル ワ イ ヤ を 解 放 し て カ テ ー テ ル の 遠 位 端  
を 伸 長 さ せ る ス テ ッ プ を さ ら に 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 好 ま し く は 、 上 記 方 法 は 、 上 記 開 示 の よ う に カ テ ー テ ル を 用 い る こ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 上 記 方 法 は 、 上 記 開 示 の よ う に ハ ン ド ル を 用 い る こ と を 含 ん で い る  
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 開 示 の 一 態 様 に よ れ ば 、 上 記 記 載 に お い て 開 示 さ れ た 心 臓 に 誘 導 す る た め の 方 法 を 含  
め た 、 橈 骨 血 管 ま た は 肘 血 管 か ら 患 者 の 脈 管 構 造 を 介 し て 患 者 の 心 臓 内 の 部 位 ま た は 心 臓  
の 部 位 に ア ク セ ス す る 医 療 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 場 合 、 「 備 え る ／ 備 え て い る 」 と い う 用 語 は 、 記 載 さ れ た 特 徴 、  
整 数 、 ス テ ッ プ 、 ま た は 成 分 の 存 在 を 特 定 す る た め に 用 い ら れ る が 、 そ の 他 の １ つ 以 上 の  
特 徴 、 整 数 、 ス テ ッ プ 、 成 分 、 ま た は そ れ ら の 群 の 存 在 ま た は 追 加 を 排 除 し な い こ と を 強  
調 し て お く 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 特 徴 お よ び 利 点 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び 以 下 の 説 明 を 検 討 す  
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る こ と に よ っ て 明 ら か に な る で あ ろ う 。 当 業 者 は 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、  
本 発 明 の 異 な る 特 徴 を 組 み 合 わ せ て 、 以 下 に 記 載 さ れ る も の 以 外 の 実 施 形 態 を 作 成 し て も  
よ い こ と を 理 解 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 上 記 お よ び そ の 他 の 目 的 、 特 徴 お よ び 利 点 は 、 本 発 明 の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 以  
下 の 例 示 的 且 つ 非 限 定 的 な 詳 細 な 説 明 を 通 じ て よ り よ く 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 開 示 に よ る カ テ ー テ ル の 一 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 ２ 】 可 撓 性 シ ー ス を 有 し て い な い 図 １ の カ テ ー テ ル の 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 ３ 】 図 ２ の カ テ ー テ ル の 遠 位 端 の 拡 大 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 ４ 】 図 ３ の カ テ ー テ ル の 遠 位 端 の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 ５ 】 図 ３ の カ テ ー テ ル の 遠 位 部 分 の 分 解 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 ６ 】 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に よ る カ テ ー テ ル 内 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 一 部 の 側 面 図 で あ る  
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 ７ 】 図 ６ の 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 一 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 ８ 】 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に よ る ハ ン ド ル の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 ９ 】 図 ８ の ハ ン ド ル の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 一 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ １ 】 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に よ る ハ ン ド ル の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ ２ 】 屈 曲 状 態 の カ テ ー テ ル の 遠 位 端 の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ ３ 】 複 数 の 希 釈 孔 を 有 す る カ テ ー テ ル の 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 例 示 的 実 施 形 態 を 示 す 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す  
る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は 、 多 く の 異 な る 形 態 で 実 施 さ れ て も よ く 、 本 明 細 書 に 記 載 さ  
れ た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の と 解 釈 さ れ る べ き で は な く 、 む し ろ 、 こ れ ら の 実 施 形 態 は  
、 完 全 さ お よ び 完 全 性 の た め に 提 供 さ れ る 。 説 明 を 通 じ て 、 同 様 の 参 照 符 号 は 同 様 の 要 素  
を 指 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 す る と 、 カ テ ー テ ル １ が 図 示 さ れ て い る 。 図 １ は 、 可 撓 性 チ ュ ー  
ブ 上 に 配 置 さ れ 、 プ ル ワ イ ヤ ８ を 囲 む 可 撓 性 シ ー ス １ １ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ３ 、 ４ お よ び ５ を 見 る と 、 カ テ ー テ ル １ は 可 撓 性 の 円 筒 状 中 空 チ ュ ー ブ ２ を 遠 位 端 に  
備 え 、 該 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ は 、 ２ つ の 対 向 す る 端 部 ３ 、 ４ と 、 こ れ ら ２ つ の 対 向 す る 端 部  
３ 、 ４ の 間 に 延 在 す る 第 １ 側 面 ５ お よ び 第 １ 側 面 ５ と 反 対 の 第 ２ 側 面 ６ と を 有 し て い る 。  
第 １ 側 面 ５ は そ の 長 さ の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 複 数 の 切 り 欠 き ７ を 有 し 、 プ ル ワ イ ヤ ８  
が 最 遠 位 端 ３ に お い て 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 第 １ 側 面 ５ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、  
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第 ２ 側 面 ６ は 第 １ 側 面 ５ に 対 応 す る 長 さ に 沿 っ て 複 数 の 切 り 欠 き ９ を 有 し 、 第 １ 側 面 の 複  
数 の 切 り 欠 き ７ は 第 ２ 側 面 ６ の 複 数 の 切 り 欠 き ９ よ り 幅 が 広 い 。 さ ら に 、 プ ル ワ イ ヤ ８ は  
、 従 来 技 術 と 比 較 し て こ れ ら の 比 較 的 小 さ な 寸 法 を 可 能 に す る 一 部 で あ る 可 撓 性 チ ュ ー ブ  
２ の 外 側 ま た は 外 部 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 １ 側 面 ５ の 複 数 の 切 り 欠 き ７ は Ｖ 字 形 状 で あ り 、 頂 部 を 平 面 で あ る 程 度 切 り 取 ら れ た  
Ｖ 字 形 状 を 有 し て い る 。 さ ら に 、 図 ６ お よ び 図 ７ で よ り 明 確 に 分 か る よ う に 、 複 数 の 切 り  
欠 き の 全 て の 角 度 は 、 繰 り 返 し 屈 曲 に 耐 え ら れ る よ う に 中 空 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 強 度 を 向 上  
さ せ る た め の 半 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 １ 側 面 ５ の 複 数 の 切 り 欠 き ７ の 中 心 間 の 距 離 は 第 ２ 側 面 ６ の 複 数 の 切 り 欠 き ９ 間 の 距  
離 に 等 し く 、 ま た 、 第 １ 側 面 ５ の 複 数 の 切 り 欠 き ７ は 第 ２ 側 面 ６ の 複 数 の 切 り 欠 き に 直 接  
対 向 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 １ つ の ガ ー ド ワ イ ヤ １ ０ が 、 上 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ に 隣 接 す る プ ル ワ イ ヤ ８ を 保 持 す る よ  
う に カ テ ー テ ル １ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 ガ ー ド ワ イ ヤ １ ０ は 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 周 囲 に 円  
周 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 さ ら に 、 ガ ー ド ワ イ ヤ １ ０ の 一 端 が 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 ３ に 取 り 付 け ら れ 、 ガ ー ド  
ワ イ ヤ １ ０ の 他 端 が カ テ ー テ ル の 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ 、 ガ ー ド ワ イ ヤ １ ０ は 可 撓 性 チ ュ  
ー ブ ２ の 遠 位 端 ３ と カ テ ー テ ル １ の 近 位 端 と の 間 で 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 周 囲 に コ イ ル 状 に  
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ガ ー ド ワ イ ヤ １ ０ は 、 プ ル ワ イ ヤ ８ を 引 く こ と に よ っ て 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ が 曲 げ ら れ る  
際 に 可 撓 性 シ ー ス １ １ を 保 護 し 、 プ ル ワ イ ヤ ８ が 可 撓 性 シ ー ス を 貫 通 す る こ と を 防 止 し 、  
こ う す る こ と に よ っ て カ テ ー テ ル の 寸 法 を 増 加 さ せ る こ と な く よ り 良 好 な 強 度 を 提 供 す る  
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ８ を 参 照 す る と 、 ハ ン ド ル ２ １ の 一 実 施 形 態 が 図 示 さ れ て い る 。 図 ９ に 見 ら れ る よ う  
に 、 カ テ ー テ ル ハ ン ド ル ２ １ は 遠 位 端 ２ ２ お よ び 近 位 端 ２ ３ を 有 し て い る 。 ハ ン ド ル ２ １  
は 、 近 位 端 ２ ３ と 遠 位 端 ２ ２ と の 間 に 延 在 す る 細 長 い 筐 体 ２ ４ を 備 え て い る 。 筐 体 ２ ４ は  
、 単 方 向 カ テ ー テ ル １ 用 の １ つ の プ ル ワ イ ヤ ８ が 貫 通 で き る よ う に 構 成 さ れ た 遠 位 端 ２ ２  
に 開 口 部 ２ ５ を 有 し て い る 。 保 持 装 置 ２ ６ は 、 筐 体 ２ ４ に 沿 っ て 且 つ 筐 体 ２ ４ の 内 側 に 摺  
動 可 能 に 配 置 さ れ 、 プ ル ワ イ ヤ ８ に 固 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル ２ １ は 、  
ハ ン ド ル ２ １ が 筐 体 ２ ４ の 外 側 で ア ク セ ス で き る よ う に 、 且 つ 筐 体 ２ ４ 内 で 側 面 開 口 部 ２  
８ （ 図 １ 参 照 ） を 介 し て 保 持 装 置 ２ ６ に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 ２  
７ を さ ら に 備 え て い る 。 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 ２ ７ は 、 使 用 中 で あ っ て プ ル ワ イ ヤ ８ に 接 続 さ  
れ て い る と き に 保 持 装 置 ２ ６ に 接 続 さ れ た プ ル ワ イ ヤ ８ が 図 ９ に 示 す よ う に 弛 緩 状 態 に あ  
る 遠 位 位 置 と 、 単 方 向 カ テ ー テ ル １ が 屈 曲 状 態 に な る よ う に プ ル ワ イ ヤ ８ が 緊 張 状 態 に あ  
る 近 位 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ る 。 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 ２ ７ は 、 筐 体 ２ ４ の 遠 位 端 ２ ２ の  
周 囲 に 円 周 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 ２ ７ は 、 解 除 状 態 と ロ ッ ク 状 態 と の 間 で 回 さ れ る こ と が で き る  
よ う に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 解 除 状 態 に お い て 、 上 記 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 ２ ７ は 、 筐  
体 ２ ４ に 沿 っ て 遠 位 位 置 と 近 位 位 置 と の 間 で カ テ ー テ ル １ を そ れ ぞ れ 伸 長 ま た は 屈 曲 さ せ  
る よ う に 移 動 可 能 で あ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ９ か ら 図 １ １ に さ ら に 示 さ れ る よ う に 、 保 持 装 置 ２ ６ は プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 ２ ７ と と も  
に 解 除 状 態 と ロ ッ ク 状 態 と の 間 で 回 転 可 能 に 構 成 さ れ 、 保 持 装 置 ２ ６ は 筐 体 ２ ４ の 内 側 に  
配 置 さ れ た い く つ か の 凹 部 ３ ０ の １ つ に 配 置 す る こ と が 可 能 な １ つ の 周 囲 延 長 部 ２ ９ を 有  
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す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 さ ら に 、 ハ ン ド ル ２ １ は バ ネ ３ １ を 備 え 、 保 持 装 置 ２ ６ が 付 勢 さ れ て ロ ッ ク 状 態 に な る  
よ う に 、 こ の バ ネ ３ １ の 一 端 が 筐 体 ２ ４ 内 に 配 置 さ れ 、 他 端 が 保 持 装 置 ２ ６ 上 に 配 置 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 案 内 用 チ ュ ー ブ ３ ２ が 筐 体 ２ ４ の 遠 位 開 口 部 ２ ５ に 筐 体 ２ ４ と 一 直 線 に 配 置 さ れ て お り  
、 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 ２ ７ が そ の 遠 位 端 ２ ２ に お い て 案 内 用 チ ュ ー ブ ３ ２ の 周 囲 に 円 周 方 向  
に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 突 出 部 ３ ３ を 図 ９ ～ 図 １ １ に 示 し 、 こ の 突 出 部 ３ ３ は 、 プ ル ワ イ ヤ 制 御 部 ２ ７ の  
内 側 の 対 応 す る 凹 部 （ 図 示 せ ず ） と 接 続 た め の 、 且 つ こ う す る こ と に よ っ て プ ル ワ イ ヤ 制  
御 部 ２ ７ と 保 持 装 置 ２ ６ と の 間 で 接 続 を 確 立 す る た め の 保 持 装 置 ２ ６ 上 に 配 置 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 片 側 カ テ ー テ ル を 所 望 の 部 位 、 例 え ば 心 内 膜 部 位 、 肺 、 ま た  
は 腹 部 臓 器 に 誘 導 す る 方 法 は 、 半 径 方 向 の ア ク セ ス 開 口 部 ま た は 肘 静 脈 に 穿 刺 さ れ た 開 口  
部 を 介 し て カ テ ー テ ル １ を 所 望 の 部 位 に 向 か っ て 前 進 さ せ る ス テ ッ プ と 、 カ テ ー テ ル １ の  
遠 位 端 ３ が 血 管 の 湾 曲 部 ま た は 二 分 枝 部 に 到 達 す る と 、 カ テ ー テ ル １ の 遠 位 端 ３ の 屈 曲 部  
が 検 出 可 能 に な る ま で カ テ ー テ ル １ の プ ル ワ イ ヤ ８ を 引 く ス テ ッ プ と 、 カ テ ー テ ル １ の 遠  
位 端 ３ の 屈 曲 部 の 半 径 方 向 の 向 き が 血 管 の 湾 曲 部 ま た は 二 分 枝 部 の 半 径 方 向 の 向 き に 一 致  
す る よ う 整 合 さ せ る た め に 図 ８ ～ 図 １ １ に 示 す よ う に カ テ ー テ ル １ の ハ ン ド ル ２ １ を 回 転  
さ せ る こ と に よ っ て カ テ ー テ ル １ を 回 転 さ せ る ス テ ッ プ と 、 カ テ ー テ ル １ の 遠 位 端 ３ の 屈  
曲 部 の 半 径 が 血 管 、 の 湾 曲 部 ま た は 二 分 枝 部 の 半 径 に 一 致 す る ま で カ テ ー テ ル １ の ハ ン ド  
ル ２ １ を 手 動 で 操 作 す る こ と に よ っ て プ ル ワ イ ヤ ８ を 引 く ス テ ッ プ と 、 上 記 湾 曲 部 ま た は  
二 分 枝 部 を 介 し て カ テ ー テ ル １ を 前 進 さ せ る た め に ハ ン ド ル ２ １ を 押 す ス テ ッ プ と を 備 え  
て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ ２ は 、 プ ル ワ イ ヤ ８ が 「 引 か れ た 」 と き 、 つ ま り カ テ ー テ ル ま た は 可 撓 性 チ ュ ー ブ  
２ の 遠 位 部 位 が 曲 げ ら れ た と き の カ テ ー テ ル １ を 示 し て い る 。 第 １ 側 面 ５ の 複 数 の 切 り 欠  
き ７ は カ テ ー テ ル １ が 屈 曲 状 態 に あ る と き に 狭 く な り 、 一 方 で 、 第 ２ 側 面 ６ の 複 数 の 切 り  
欠 き ９ は わ ず か に 広 く な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 プ ル ワ イ ヤ ８ が 引 か れ る と 、 屈 曲 部 の 内 側 で 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ が プ ル ワ イ ヤ ８ と と も に  
屈 曲 す る 。 こ れ は 、 プ ル ワ イ ヤ ８ が 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 第 １ 側 面 ５ に 配 置 さ れ て い て 、 第  
１ 側 面 ５ で は 複 数 の 切 り 欠 き ７ が 第 ２ 側 面 ６ の 複 数 の 切 り 欠 き ９ に 比 べ て 大 き い か ら で あ  
る 。 こ う す る こ と に よ っ て 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ は 付 勢 さ れ 、 プ ル ワ イ ヤ ８ が 配 置 さ れ て い る  
側 に 向 か っ て 曲 が る 。 カ テ ー テ ル は 可 撓 性 シ ー ス （ 図 １ で は １ １ ） に よ っ て 覆 わ れ て お り  
、 こ の シ ー ス が プ ル ワ イ ヤ ８ に よ っ て 裂 け た り 切 断 さ れ た り し な い よ う に ガ ー ド ワ イ ヤ １  
０ が 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 周 り に コ イ ル 状 に 設 け ら れ て お り 、 こ う す る こ と で カ テ ー テ ル が  
屈 曲 状 態 に あ る と き に ガ ー ド ワ イ ヤ １ ０ は プ ル ワ イ ヤ ８ を 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ の 近 傍 に 維 持  
す る こ と が で き る 。 ガ ー ド ワ イ ヤ を 有 す る こ と に よ っ て 可 撓 性 シ ー ス の 厚 さ を 最 小 限 に 維  
持 す る こ と が で き 、 し た が っ て 、 カ テ ー テ ル １ の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 湾 曲 部 ま た は 二 分 枝 部 の 後 、 プ ル ワ イ ヤ ８ は 解 放 さ れ て 、 カ テ ー テ ル １ の 遠 位 端 ３ を 伸  
長 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 本 カ テ ー テ ル １ の さ ら な る 機 能 は 、 造 影 剤 を 放 出 す る こ と が で き る よ う に 、 カ テ  
ー テ ル の 遠 位 端 に お い て 側 面 に 複 数 の 希 釈 孔 ３ ４ を 有 す る こ と で あ る 。 図 １ ３ は 、 こ の よ  
う な 複 数 の 孔 ３ ４ を 有 す る 一 例 を 示 し て い る 。 好 ま し く は 、 孔 ３ ４ は 、 カ テ ー テ ル を 介 し  
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て 提 供 さ れ る 小 型 装 置 の 突 出 を 避 け ら れ る よ う に 、 カ テ ー テ ル １ の 屈 曲 可 能 部 分 の 外 側 湾  
曲 部 に 配 置 し な い 方 が よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 橈 骨 血 管 ま た は 肘 血 管 か ら 患 者 の 脈 管 構 造 を 介 し て 患 者 の 心 臓 内 の 部 位 ま た は 心 臓 の 部  
位 に ア ク セ ス す る 本 開 示 の 医 療 方 法 は 、 上 記 心 臓 に 誘 導 す る た め の 上 述 の 方 法 を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 場 合 、 単 数 を 示 す 形 態 「 ａ 」 、 「 ａ ｎ 」 お よ び 「 ｔ ｈ ｅ 」 は 、 特  
に 明 記 し な い 限 り 、 複 数 の 意 味 も 含 む 。 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 場 合 、 「 含 む 」 、 「 備 え る  
」 、 「 含 ん で い る 」 お よ び ／ ま た は 「 備 え て い る 」 と い う 用 語 は 、 記 載 さ れ た 特 徴 、 整 数  
、 ス テ ッ プ 、 操 作 、 要 素 、 お よ び ／ ま た は 成 分 の 存 在 を 特 定 す る が 、 １ つ ま た は 複 数 の 他  
の 特 徴 、 整 数 、 ス テ ッ プ 、 操 作 、 要 素 、 成 分 、 お よ び ／ ま た は そ れ ら の 群 の 存 在 ま た は 追  
加 を 排 除 し な い こ と が さ ら に 理 解 さ れ る 。 あ る 要 素 が 他 の 要 素 に 「 接 続 さ れ て い る 」 ま た  
は 「 結 合 さ れ て い る 」 と 記 載 さ れ た 場 合 、 そ の 要 素 は 、 他 の 要 素 に 直 接 接 続 ま た は 結 合 さ  
れ て い て も よ く 、 あ る い は 介 在 す る 要 素 が 存 在 し て も よ い こ と が 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 特 記 し な い か ぎ り 、 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 全 て の 用 語 （ 技 術 的 お よ び 科 学 的 用 語 を 含 む  
） は 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 の 当 業 者 に よ っ て 一 般 的 に 理 解 さ れ る の と 同 じ 意 味 を 有 す  
る 。 さ ら に 、 一 般 的 に 使 用 さ れ る 辞 書 に 定 義 さ れ て い る よ う な 用 語 は 、 関 連 技 術 の 文 脈 に  
お け る そ れ ら の 意 味 と 一 貫 性 を 有 す る 意 味 を 有 す る も の と し て 解 釈 さ れ る べ き で あ り 、 本  
明 細 書 に お い て 明 示 的 に そ の よ う に 定 義 さ れ な い 限 り 、 理 想 化 さ れ た 、 ま た は 過 度 に 形 式  
的 な 意 味 で 解 釈 さ れ な い こ と が 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 が 本 明 細 書 に 記 載 さ れ 、 図 示 さ れ て い る が 、 当 業 者 は 、 本  
明 細 書 に 記 載 さ れ た 機 能 を 実 行 し 、 お よ び ／ ま た は 結 果 お よ び ／ ま た は １ つ 以 上 の 利 点 を  
得 る た め の 様 々 な 他 の 手 段 お よ び ／ ま た は 構 造 を 容 易 に 想 像 す る で あ ろ う 。 こ の よ う な 変  
形 お よ び ／ ま た は 修 正 の 各 々 は 、 本 発 明 の 範 囲 内 に あ る と 見 な さ れ る 。 よ り 一 般 的 に は 、  
当 業 者 は 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 全 て の パ ラ メ ー タ 、 寸 法 、 材 料 、 お よ び 構 成 が 例 示 的 で  
あ る こ と を 意 味 し 、 実 際 の パ ラ メ ー タ 、 寸 法 、 材 料 、 お よ び ／ ま た は 構 成 は 、 本 発 明 の 教  
示 が 使 用 さ れ る 特 定 の 用 途 ま た は 複 数 の 用 途 に 依 存 す る こ と を 容 易 に 理 解 す る で あ ろ う 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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